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　資料として地震予知連絡会々報を用いて，「 要注意」と報告された地域を pick － up し，そ

の主たる根拠に従って分類を行ってみた。ただ，文章の表現が微妙で慎重であるために，「 要

注意」地域の選択に筆者の主観が入ったかもしれない。

　Fig. 1 に，pick － up した地域を示した。

　主たる根拠を次の 5 つに分けた。

（1）異常地殼変動

（2）Seismicity

（3）エネルギーの積算

（4）歴史地震に関する統計

（5）その他

　それぞれについて，報告のあった地域を挙げてみる。（ 番号は Fig. 1 中の地域の番号 ）

（1）異常地殼変動（ Fig. 2 参照 ）

（ 水準測量，三角測量，伸縮計，傾斜計 etc．の連続観測から異常が見出された地域 ）

宗 谷 沖（ 1 ）1 ）， 根 室 半 島 沖（ 3 ）2 ）3 ）4 ）5 ）6 ）， 多 摩 川 下 流（ 10 ）7 ）8 ）， 伊 豆 半 島 東 部

（ 12 ）9 ）10 ），駿河湾（ 15 ）11 ）12 ），琵琶湖西岸（ 17 ）13 ）14 ）。

（2）Seismicity（ Fig. 3 参照 ）

（ 空白域，空白域の附近で地震活動活発化，群発地震発生 etc. ）

宗谷沖（ 1 ）1 ），石狩湾（ 2 ）15 ），根室半島沖（ 3 ）2 ）3 ）4 ）5 ），青森県岩木山附近（ 4 ）16 ）17 ）18 ），

酒田沖（ 6 ）16 ）17 ）19 ）20 ），山形県中部（ 7 ）18 ），宮城県東方沖（ 8 ）18 ）21 ），相模湾（ 13 ）22 ），

房総南東沖－南方沖（ 14 ）23 ）24 ）25 ）26 ）
　　27 ）28 ）29 ）， 駿 河 湾（ 15 ）12 ）30 ）， 遠 州 灘（ 16 ）31 ）， 琵 琶 湖

西岸（ 17 ）32 ）。

（3）エネルギー積算（ Fig. 4 参照 ）

（ 地殼の歪エネルギー，地震エネルギー，津波のエネルギー ete．の積算から ）

宗 谷 沖（ 1 ）1 ）， 根 室 半 島 沖（ 3 ）33 ）34 ）35 ）， 三 陸 沖（ 5 ）33 ）， 酒 田 沖（ 6 ）33 ）長 野 －

高田地方（ 9 ）33 ），房総南東沖－南方沖（ 14 ）33 ），駿河湾（ 15 ）30 ），遠州灘（ 16 ）33 ）琵
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琶湖西岸（ 17 ）33 ），安芸灘－伊予灘（ 18 ）33 ），広島県東部地方（ 19 ）33 ）。

（4）歴史地震に関する統計（ Fig. 5 参照 ）

（ 地震活動の周期性，過去に被害地震があって現在平穏な地域 etc．）

相模湾（ 13 ）22 ），房総南東沖－南方沖（ 14 ）36 ），駿河湾（ 15 ）30 ），遠州灘（ 16 ）～琵琶湖

西岸（ 17 ）37 ）。

（5）その他

根室半島沖（ 3 ）……………ブーゲー異常が正の所で沈下 4 ）

東京湾北部（ 11 ）……………特徴的な微小地震の後に，地震発生 38 ）39 ）

駿　河　湾（ 15 ）……………P 波速度が遅い 30 ）

　以上が，連絡会々報の記事で注意する必要があるとされた地域と根拠である。現在までのと

ころ，これらの地域で実際に被害地震が起きたのは，根室半島沖だけである。又，昨年の三瓶

山付近の地震は 19 の地震に含められると考えられる。特別な例として，山崎断層（ 20 ）がある。

これは，地震の後の報告で，M － 4 の地震を予知できた，というもので，根拠としては，

◦空白域の周辺での地震活動活発化

◦地震活動の周期性

◦地下水中の Cℓ－濃度が激減

を挙げている。40 ）
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第 1 図
Fig.1　Regions to be noticed.

第 2 図
Fig.2　Regions, based on abnormal crustal movement.
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第 4 図
Fig. 4　Regions, based on energy release estimation.

第 3 図
Fig. 3　Regions, based on seismicity.
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第 5 図
Fig. 5　Regions, based on statistics on historical earthquakes.
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